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36.磐梯山
ば ん だ い さ ん

 Bandaisan               常時観測火山 

北緯37°36′04″ 東経140°04′20″ 標高1,816m (磐梯山)(三角点・磐梯) 

 

 

 

 

 

磐梯山全景 西方向から 1984 年 9 月 21 日 アジア航測撮影 

 

概要 

磐梯山は、福島県猪苗代湖の北に位置する底径 7～10km、比高約 1km の安山岩質の成層火

山。赤埴山(あかはにやま)、大磐梯、櫛ヶ峰などが沼ノ平火口を取り囲んで、円錐形火山体

が形成されているが、過去に山体崩壊が何度か繰り返されて現在の山容となった。1888 年の

水蒸気噴火にともなう山体崩壊と岩屑なだれは著名であるが、この他にも南西方の翁島や頭

無しなどの岩屑なだれ堆積物があり、それらに対応する崩壊壁が山体に認められる(守屋, 

1980)。構成岩石の SiO2 量は 56.5～64.4 wt.% である。 

磐梯山の活動は、休止期をはさんで新旧 2 つに大きく分けられる(山元・須藤, 1996; 三村・

中村, 1995)。古期の活動では主に赤埴山や櫛ヶ峰が形成され、新期の活動では大磐梯山や

1888 年噴火で消滅した小磐梯山が形成された。新期の活動では南麓に翁島岩屑なだれと軽石

流を堆積させた(千葉・他, 1994; 三村・遠藤, 1997)。崩壊跡地の馬蹄形カルデラ内には、

その後に再び山体が形成された。おもなマグマ噴火は数万年前には停止して、その後は水蒸

気噴火の活動へと移行した(千葉・他, 1994; 山元・須藤, 1996)。 

有史以降の噴火はすべて水蒸気噴火である。詳しい記録が残されているのは 1888 年噴火だ

けである。1888 年噴火で形成されたカルデラ壁や山頂沼ノ平火口には微弱な噴気孔が点在す

る。カルデラ壁の崩壊による山崩れも 1936 年や 1954 年などに起こった(町田・渡部, 1988)。 

別名、会津富士。 
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写真 

 
北側火口壁 北側から 2010 年 4 月 16 日 気象庁撮影 

 

 

 

磐梯山全景 猪苗代町から 2012 年 1 月 10 日 気象庁撮影 
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   ：撮影方向 

   ：撮影範囲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

火口周辺図  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

火口壁(下部)の噴気地帯 2010年10月5日 気象庁撮影    

火口壁(上部)の噴気地帯 2010年10月5日 

気象庁撮影   

沼ノ平の噴気地帯 2011年10月28日  

気象庁撮影 

Ｖ-２ 

Ｙ-４ 

Ｙ-５ 

図 36-1 火口周辺図.  

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 25000(地図画像)」を使用した 

Ｙ-１ 
Ｙ-３ 

Ｙ-２ 

火口壁噴気地帯 

（Y-4、Y-5） 

火口壁噴気地帯 

（Y-1、Y-2、Y-3） 

沼ノ平（V-2） 

500ｍ 

沼ノ平撮影位置

火口壁(下部)撮影位置

火口壁(上部)撮影位置
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地形図 

図 36-2 磐梯山の地形図. 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(磐梯山, 吾妻山)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 
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地質図 

 
図 34-3 磐梯山火山地質図 (山元・須藤, 1996 を和訳). 

 



(36.磐梯山) 

 526

噴火活動史 

・過去１万年間の噴火活動 

磐梯火山では約 2.5 万年前以降にはマグマ噴火は記録されておらず、水蒸気噴火だけが起

きている(山元・須藤, 1996)。堆積物として記録が残る水蒸気噴火は 1888 年噴火や 806 年噴

火も含めて、最近 5000 年間で 4 回発生しており、その発生間隔は 1100～1700 年である。ま

た、山体崩壊は、1888 年の他、約 2500 年前に琵琶沢方面でも発生している。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000

年前」を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

  A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

 A＜：A 年以前に起こった噴火イベント 

 

・有史以降の火山活動(▲は噴火年を示す) 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲806(大同元)年 1,5 水蒸気噴火
5,7 

火砕物降下。噴火場所は大磐梯山頂東方旧火口 5。 

1643(寛永 20)年 1 鳴動？1  

1655(明暦元)年 1 鳴動？1  

1719(享保 4)年頃
1 

噴火？1  

1787(天明 7)年頃
1 

噴火？1  

▲1888(明治 21)年
1,3,8 

中規模：水

蒸気噴火、

(山体崩壊、

泥流) 
3,4,5,6,7,9 

7 月 15 日。低温の火砕サージ→岩屑なだれ→火砕物降下・泥流。噴火

場所は大磐梯山頂北方 2,6,7。 

数日前から弱い地震。7:00 頃鳴動始まり、7:30 頃から強い地震が 3

回発生。7:45 頃大音響とともに爆発、短時間に爆発が 15～20 回反復

して小磐梯山の大半を崩壊させた。同時に琵琶沢沿いに疾風(火砕サ

ージ)と土石流が発生し、南東山麓の村を破壊した。爆発音が 50～

100km まで聞こえ、降灰は太平洋岸に達した。火口は北に向いて U 字

形に開き、東西約 2.2km、南北 2km で堆積物総量は 1.5×109m3。大規

模な岩屑なだれ(45～77km/時)を生じて山麓の 5 村 11 集落を埋没し、

死者 461 名(477 名とも)。家屋山林耕地の被害大きく、桧原湖などが

生じた。この後に土石流(火山泥流)が数多く発生した。(VEI2)2,6 

1897(明治 30)年
11,15 

鳴動 11,15 7 月 5～8 日 11,15。 

1938(昭和 13)年
10,11 

山崩れ 10,11 5 月 9、15 日。崩壊は延長約 3km、面積 2.3×105m2 以上。両日の被害

合計は死者 2 名、負傷者 5 名、流失及び半壊家屋 4 棟 10,11。 

1954(昭和 29)年
10,11 

山崩れ 10,11 4 月 3、6、7、22、24、25、29 日、5 月 5 日。 

数回にわたり 1888 年の爆裂火口壁が崩壊 10,11。 

 地震 11 7 月 1～5 日 11。 
 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

9.4ka7  マグマ噴火 7 火砕物降下。 

8.3ka7  水蒸気噴火 7 火砕物降下。 

7ka7  水蒸気噴火 7 火砕物降下。 

6.6ka7  水蒸気噴火 7 火砕物降下。 

5.8ka7  水蒸気噴火 7 火砕物降下。 

5.4ka＜7 琵琶沢上流付近 7 (山体崩壊)7 小水沢岩屑なだれ。 

5.4←→2.5ka5 沼ノ平～中ノ湯？
5 

水蒸気噴火 5 火砕物降下。 

2.7←→2.5ka5 沼ノ平～中ノ湯？
5 

水蒸気噴火→

(泥流発生)5 

火砕物降下→泥流。 

2.7←→2.5ka5 大磐梯山東側崩壊

壁及び小磐梯山南

東側 5 

(山体崩壊)5,7 琵琶沢岩屑なだれ(0.1 km3)5。 
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年代 現象 活動経過・被害状況等 

1987(昭和 62)年
11,12 

地震 11,12 6 月。最大 M4.5。猪苗代湖西岸付近を震源とする地震群発。 

6 月 16 日から月末、若松有感 14 回。11 月 8 日同様の場所で地震多発、

若松震度 4、M4.311,12。 

1988(昭和 63)年
11,13,14 

地震 11,13,14 11～12 月。磐梯山山頂沼ノ平付近を震源とする地震群発（最大 M1.4）
11,13,14。 

2000(平成 12)年 地震 4 月下旬以降、山頂付近の地震活動が活発化し、5 月 10 日に観測開始

(1965 年)以来始めて火山性微動発生。5 月 21 日に(M1.9)、8 月には地

震回数が激増。8 月 15 日に(M2.1 と M2.4)の地震が発生し、それぞれ

猪苗代町城南で震度 1 を観測。その後も山頂付近の浅いところを震源

とする低周波地震、超長周期地震、深部低周波地震、火山性微動がた

びたび発生。地震活動に対応した有意な地殻変動は観測されず、表面

現象に変化は認められなかった。 

2001(平成 13)年 地震 地震活動やや活発。山頂付近の浅いところを震源とする低周波地震、

超長周期地震、深部低周波地震、火山性微動も引き続き発生。5 月以

降は地震活動も低下した。 
 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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主な火山活動 

・1888 年 7 月 15 日の噴火 

水蒸気噴火に伴い、小磐梯山の山頂を含む北側が崩壊し、その際に発生した岩屑なだれで

大被害を生じた。また爆発音が 50～100km まで聞こえ、降灰は太平洋岸に達した。爆発と同

時に琵琶沢に沿って疾風(火砕サージ)と土石流も発生し、南東山麓の渋谷村などが破壊され

た(Sekiya and Kikuchi, 1890; Yamamoto et al., 2000)。山頂部北側(東西約 2.2km、南北

約 2km)の馬蹄形カルデラ壁、北麓裏磐梯高原の流れ山、桧原湖、小野川湖、秋元湖など大小

の湖沼はこの活動の山体崩壊と岩屑なだれで生じた特徴的な地形(Nakamura, 1978)である。

爆裂火口内では、この後に土石流(火山泥流)が数多く発生した。 

 

 

図 36-4 1888 年噴火後の火口付近の地形 (Sekiya and Kikuchi, 1890). 
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図 36-5 琵琶沢を流下した疾風 (火砕サージ) により人家や樹木が倒壊した渋谷村 (南東山麓) の被災写

真 (宮内庁書陵部所蔵). 

 

 

図 36-6 磐梯山の岩屑なだれ堆積地域の流れ山の分布状況 (星野・他, 1995). 
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地下構造 

 

図 36-7 人工地震探査によって得られた三次元速度構造 (カラースケール) とそれを用いた震源の分布 

(Yamawaki et al., 2004). 緑星印: 1988 年の震源, 白抜き星印: 2000 年の震源, 赤菱形: 2000 年

地震多発中の低周波地震の震源, 緑三角: 地震観測点 (1988 年), 白抜き三角: 地震観測点 (2000

年), 青丸: 1888 年噴火後に確認された噴気地帯. 
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図 36-9 磐梯山 上段：月別地震回数(1965 年７月～2012 年６月). 

下段：月別微動回数(1965 年７月～2012 年６月). 
注）1998 年より計数基準を S-P５秒以下から S-P２秒以下に変更. 

図 36-10 磐梯山 最近の地震と微動の活動経過図（2000 年１月～2012 年６月）. 

① 日別地震回数（2000 年１月～2012 年６月）. 

② 日別微動回数（2000 年１月～2012 年６月）. 

③磐南観測点 微動の継続時間と上下動最大振幅（2000 年１月～2012 年６月）.

図 36-8 月最大噴気高 (1996 年４月～2012 年６月). 

2002 年 2 月以前は定時(9:00, 15:00)及び随時観測による高さ. 

2002 年 2 月以後は全ての時間で観測したデータによる高さ. 
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図 36-11 磐梯山の地震活動 (2000 年 6 月～2012 年 6 月 30 日). 

山頂
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図 36-12 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤) 

(1997 年 10 月～2012 年 6 月 30 日). 
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図 36-13 振動軌跡から求めた超長周期地震の震源 (2001 年 5 月 30 日) (Nishimura et al., 2002). 

(a)周辺の５観測点における超長周期成分の振動軌跡，ならびに，(b)振動軌跡から推定される超長周期

地震の震央（大きな星印）．小さな星印は超長周期地震に含まれる短周期地震動の震央，白丸は 2000

年 1 月から 2001 年 5 月に発生した火山性構造地震の震央を示す． 

超長周期地震に含まれる短周期地震動の震源が磐梯山山頂付近の火山性構造地震の震源空白域に位

置するのに対して，超長周期地震動の震源はそれより北へ 1km 以上離れた馬蹄形火口の下に推定される． 
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防災に関する情報 

①火山防災協議会 

 なし 

②火山ハザードマップ等 

磐梯山火山防災マップ(全体版)2001(平成 13)年 5 月（平成 24 年１月改正） 

 郡山市・会津若松市・喜多方市・磐梯町・北塩原村・猪苗代町発行、磐梯山火山防災連絡

会議監修 

 

出典：磐梯山火山防災マップ 

発行：平成13年5月（平成24年１月改正） 

作成機関：郡山市・会津若松市・喜多方市・磐梯町・北塩原村・猪苗代町 

監修：磐梯山火山防災連絡会議 

http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/hpc/Article-203-433.html 
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③噴火警戒レベル（2009 (平成 21）年 3 月 31 日運用開始） 
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 ④主な火山情報の発表状況 

（1965 年 1 月 1 日の情報発表業務開始以降 2012 年 6 月 30 日まで） 

 

 

 

 

※1999 年以前、及び 2003 年以降は、火山情報の発表はない。 

⑤噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の発表開始以降 2012 年 12 月 31 日まで） 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし 

 

⑥避難実績及び入山規制等の実績 

・避難状況 

なし 

・登山規制の状況 

現在、規制なし。 

過去の規制履歴：  
平成12年8月18日 火山活動活発化に伴い、臨時火山情報に基づいて山頂から半径2㎞を入

山禁止 

9 月 23 日 入山規制解除 

規制実施機関：猪苗代町、磐梯町、北塩原村 

規制範囲に関する地図：なし 

 

 

情報の種類 99 00 01 02 03

緊急火山情報 － － － － －

臨時火山情報 － 2 － － －

火山観測情報 － 43 41 6 －

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成 19）年

12 月 1 日 10:20 

噴火予報（平常）※1 

－ 

火山活動は静穏。 

火口内で噴気、火山ガスの噴出等が

見られる。火口内等では警戒が必要。

2009(平成 21）年

3 月 31 日 10:00 

噴火予報※2 

（噴火警戒レベル 1、

平常） 

福島県猪苗代町、磐梯

町、北塩原村 

火山活動は静穏。 

火口内で噴気、火山ガスの噴出等が

見られる。火口内等では警戒が必要。
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社会条件等 

①人口 

・猪苗代町：16,075人(2011年10月31日現在) 

・磐梯町  ： 3,863人（2011年11月1日現在） 

・北塩原村： 3,250人（2011年11月１日現在） 

②国立・国定公園・登山者数等 

・磐梯朝日国立公園 磐梯山 

年間観光客数：5,483,878人（福島県観光客入込状況（2010）磐梯・猪苗代より） 

年間登山者数：    85,373人 

（福島県観光客入込状況（2010）猪苗代町、北塩原村、磐梯町各磐梯山より） 

・2011年9月、磐梯山地域が「日本ジオパーク」として認定された 

③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

猪苗代町役場 福島県耶麻郡猪苗代町字城南 100 0242-62-2111 

磐梯町役場 福島県耶麻郡磐梯町大字磐梯字中ノ橋 1855 0242-74-1211 

北塩原村役場 福島県耶麻郡北塩原村大字北山字姥ヶ作 3151 0241-23-3111 

④主要交通網 

・磐越自動車道  ・JR 磐越西線 

・国道 115 号線、国道 459 号線（裏磐梯） 

⑤関連施設 

・北塩原村 

磐梯山噴火記念館 

裏磐梯ビジターセンター 

 

 

関係する主な気象官署  
機関・部署名 所在地 電話番号 

仙台火山監視・情報センター （仙台管区気象台）宮城県仙台市宮城野区五輪

1-3-15 仙台第３合同庁舎 

022-297-8100 

福島地方気象台 福島県福島市松木町 1-9 024-534-6724 
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気象庁および大学等関係機関の観測網 

広域 ※ 吾妻山の図を参照。 

山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図 (喜多方 , 熱塩 , 磐梯山 , 吾妻山 ).  

(気象庁) (国土地理院) (東北大学)

地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期)

GPS

傾斜計 (防災科学技術研究所)

空振計 K-NET

遠望カメラ

震度計

凡　　　　　　例

 
 

図 36-14 観測点位置図 (山頂付近). 
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